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大阪は、大学、大学院と通いまして、すごくなじみが深い大好きな土地で、ご縁を頂
けたことを本当にうれしく思っております。これから、｢関係人口って何？」というこ
とでお話をしていきたいと思います。総務省の事業で関係人口創出モデル事業ができた
こともあって、すごく関心も高まっていると私自身も感じます。ただ、まだ定義も固
まっておらず、残念ながら本質を外しているような議論も中にはあり、心を痛めながら、
私ももっと頑張らないといけないと思っているところです。

１．地域発・ローカルジャーナリストという新しい生き方
｢ローカルジャーナリスト」という言葉を初めてお聞きになった方もおられると思い
ます。それもそのはずで、私が造った名前で、まだ日本で１人しかいないのでご存じな
くて当然です。ご紹介かたがた、ごあいさつも兼ねて、ローカルジャーナリストは何を
やっているのかを簡単にお話ししてから、関係人口についてお話をしていきたいと思い
ます。

【講師プロフィール】

島根県浜田市出身。大阪大学文学部卒業後、山陰中央新報社に入

社し、ふるさとで働く喜びに目覚める。報道記者として政治、医

療、教育、地域づくり、定住・UIターンなど幅広い分野を担当。

琉球新報社との合同企画「環
めぐ

りの海－竹島と尖閣」で2013年日本

新聞協会賞受賞。2014年秋、同社を退職して独立、島根を拠点

に活動している。著書に『関係人口をつくる－定住でも交流でもないローカルイノベー

ション』(木楽舎）『ローカル鉄道という希望－新しい地域再生、はじまる』(河出書房新

社、第42回交通図書賞奨励賞）『地域ではたらく「風の人」という新しい選択』(ハーベ

スト出版、第29回地方出版文化功労賞）など。2017年大阪大学人間科学研究科修士課程

修了。一般社団法人日本ジャーナリスト教育センター（JCEJ）の運営委員も務める。

第104回マッセ・セミナー

‶関係人口”って何？
～『しまコトアカデミー』の事例から学ぶ～

講　師：ローカルジャーナリスト　田中　輝美 氏
日　時：平成30年７月20日㈮ 14：00～17：00

場　所：おおさか市町村職員研修研究センター
　　　　(マッセOSAKA）大ホール
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簡単に改めて自己紹介です。島根県浜田市で生まれ育ちました。当時、仏像がすごく
好きな変わった高校生で、絶対に関西の大学に行こうと大阪大学に進学しました。奈良
や京都に近鉄電車、阪急電車に乗って行くという大学生活を送って、寺まみれ、仏像ま
みれの本当に幸せな４年間を過ごしました。ですが、人間の方が面白いかなということ
が４年やってみての感想です。仏像の世界は卒業して、就職と同時に人間の世界にやっ
てきまして、山陰中央新報社という島根県の地方新聞社に入社しました。東京支社を経
験させてもらい、そこでの経験が大きかったです。４年前にローカルジャーナリストと
いうことで独立して、まだ日本で１人です。
プライベートでは鉄道が大好きで、JRは日本全国の全線に乗りました。本も書かせ
てもらっているのですが、今は仏像よりも鉄道にはまってやっている感じです。
なぜローカルジャーナリストになったかというと、東京支社に行ったときに、島根を
はじめとして、地方とか地域の情報が全くないということに初めて気付きました。それ
もそのはずで、今は皆さん普段暮らしておられて、大阪の情報は多分大阪のテレビ局な
どで手に入れることが多いと思うのです。でも、東京に行ったら、もちろん大阪のテレ
ビ局はないですし、島根県のテレビ局もないです。そうなると、特に島根みたいな小さ
な地域のことは全くと言っていいほど聞くことがないのです。
まだ地方創生の前の段階だったので、東京の方は地方とか地域に興味がありませんで
した。それはなぜかと聞くと、やはり情報がないから、そもそも選択肢に入っていない
ということが分かりました。こういうことが、やはり東京一極集中の要因になっている
のではないかと。もちろんこれが全てではないですが、そう思うようになりました。
どうしてそうなっているかということを考えたときに、地域や地方から東京に向けて
ニュースを出すという人がほとんど日本にはいないことに気づきました。大阪のテレビ
局もすごくいい情報や面白い番組を持っていても、大阪や関西エリアで共有するだけで
す。地域から全国や東京に向けて情報を出すという存在が、地域にはいなさすぎるとい
う構造にも気付きまして、ないならつくろうと思いました。
島根は田舎で、都会にあって島根にないものはたくさんあるので、昔からないならつ
くろうというのは文化としてありますし、私自身もそうやって生きてきました。ないの
だったらつくればいいということで、地方新聞社を辞めて独立しました。地方新聞にい
る限りは自分の地域の中にしか情報が届けられないので、もっと全国や東京に向けて情
報を発信する存在になろうと独立することにしました。
ですが、辞めたという話を地域の方にすると、ほとんどの方が、｢東京に出るんだ、
頑張ってね」と言われました。やはり日本のフリーランスのジャーナリストは、基本的
に東京にいるのです。東京にしか仕事がないと思われているという状況もあって、そう
ではなくて、私は地方や地域で生きていくということを一発で分かる名前を付けないと
いけないと思って、ローカルという名前を付けました。
地域に暮らしながら、地域のニュースを記録したり、外に向けて発信したりというこ
とが仕事です。今は、ローカルジャーナリストは私１人しかいないのですが、全国47都



5おおさか市町村職員研修研究センター　

第104回マッセ・セミナー「‶関係人口”って何？ ～『しまコトアカデミー』の事例から学ぶ～｣

道府県に１人ぐらいはちゃんといて、うちの県とか大阪のことは任せろみたいな人がい
て、全国や東京に届くと、ちゃんとヒト、モノ、カネが循環して、ニュースとヒト、モ
ノ、カネが回っていい世の中になり、東京の一極集中も是正されて、もう少しバランス
のいい社会になるかなと思います。最近はローカルジャーナリストを増やす活動もして
います。
ここまで話すと大抵の方は、｢いやー、理念は素晴らしいと思いますが、食っていけ
ないのではないですか」と正面切って聞かれます。そういうふうに見えるのかなと思う
のですが、本当にありがたく、忙しく、仕事は頂いています。本を書くのが好きなので、
本を書いたり、連載は６本持っています。地元の新聞やテレビや「日本農業新聞｣、図
書館の雑誌などに書いたりしています。たまに「ガバナンス」｢週刊ダイヤモンド」な
どに寄稿したり、ウェブにも書いたりしています。
過疎という単語は島根県から生まれたと言われています。高今、島根県の県全体の人
口は68万人しかいません。大阪の皆さんから見たらびっくりされるかなと思います。
しかも、大正時代より少ない県です。国勢調査が始まったのが1920年、大正時代です。
その頃よりも日本全体の人口が増えていますので、どこの県も大正時代よりも人口は増
えているのです。それは当然なのですが、島根県は減っています。ずっと減っているの
ではなくて、一時期は90万人ぐらいまで増えて、県民歌には「90万の」という歌詞があ
るくらいです。この数十年で20万人ぐらい減ったのです。人口減少に全国でも一番悩ん
でいる県だというのが特徴です。
｢日本で47番目に有名な県」とありますが、ということは一番知られていないという
のが島根県で、全国のアンケートを取っても一番どこにあるか分からないと言われる県
です。
でも、それなのにというか、だからというか、全国各地からチャレンジャーが集まっ
てきて、課題解決先進地になっているという状況になっています。
ちなみに、68万人の島根県で年間どれぐらいの人がＵターン、Ｉターンしてくれる人
の数があると思われますか。こう聞くと大抵の人は100人と答えます。なぜ100人という
のか分からないですが、実は4,000人います。みんな100人ぐらいと思っているから、す
ごい、こんなにいるのかという感じになります。
2017年の最新版が出たのですが、やはり都会の景気が良くなったことが影響している
と言われていますが、少し減りました。4,000人少しぐらいになってしまったのですが、
それでも2015年でも4,200人いますし、大体4,000人ぐらいは毎年移住してきています。
こういうことが全国最先端で起こっているということもあって、Ｕターン、Ｉターン
の方がどういうふうに一緒に地域の課題解決をしているかということを私は本に書いて
います。『未来を変えた島の学校』という本、離島の隠岐島前高校という学校で生徒数
がＶ字回復したという、離島や中山間地域で人口減少時代に生徒数がＶ字回復すること
はなかなかないので、それがなぜ起こったかということを書いています。
『地域ではたらく「風の人」という新しい選択』という本は、ＵターンやＩターンで
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来る人のことを「風の人」と名付けて、どういうふうに地域再生に携わっているのかと
いうことを書いています。
『ローカル鉄道という希望』という本では、大好きな鉄道を地域再生につなげて、鉄
道がどうやって地域再生をしているかということを書いています。
そういう中で島根県の事例を見て、去年の秋に、『関係人口をつくる』という本を書
かせていただきました。これも最先端の島根を見ていて、副題が「ローカルイノベー
ション」ですが、こういうふうな考え方に転換していかないと地域は持たないなと思っ
て、大きなパラダイムの転換が必要ではないかという思いを込めて書きました。これか
らこのお話をしていきたいと思います。

２．なぜ今関係人口なのか
｢関係人口」という言葉は、私が造った言葉ではありません。｢東北食べる通信」とい
う東北で食べ物付き情報誌を作っている高橋博之さんという方が2016年に『都市と地方
をかきまぜる』という本の中で書かれています。
もう１人同じく2016年に『ソトコト』という雑誌の編集長の指出一正さんという方が
『ぼくらは地方で幸せを見つける』という本の中で、｢関係人口」を書いています。生
まれたばかりの新しい言葉だということができます。
高橋さんによると関係人口は観光と定住の間で、｢逆参勤交代」と言っています。参
勤交代というのは、ご存じのとおり地方の大名が江戸に行くことですが、そうではなく、
｢逆参勤交代」なので、東京の人が地方に通うということです。ニーズもあるし、広が
る一方だからこういう人たちを捕まえるのだということを言っています。
指出さんの方は、地域に関わってくれる人口ということなのですが、通うだけではな
くて、｢頻繁に通わなくても、何らかの形でその地域を応援してくれる」ということで
す。高橋さんは通う、行くということを大事にしていましたが、指出さんはもう少し概
念を広げて、通わなくても応援してくれるという概念として紹介されています。
私の方で考えているのは「定住はしないが、地域の人に関わる人」です。難しいです。
観光客より関わる人、つまり観光以上、でも定住はしない。定住というところがポイン
トで、移住ではなくて定住と観光の間だというふうに思ってもらったらいいと思います。
ずっと一生その地域に住まない、定住はしないけど、地域の人に関わる人というころが、
関係人口の定義かと思っています。
これが、交流人口とどう違うのかとすごくよく聞かれます。整理してみました。ある
地域のイベントを想像していただきたいのですが、これまでの交流人口や観光客は、あ
る地域のイベントがあったときにお客さんとして来場する人たちのことです。もちろん
お客さんがいないとイベントも成り立たないので、否定しているわけではないのですが、
関係人口と言われる人は、お客さんとして来るのではなくて、例えば前の日から来て一
緒に準備を手伝ったり、テントを立ててくれたり、屋台で一緒に物を売ってくれたり、
最後片付けもしてくれたり、そういうふうに地域の力になってくれる人です。
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繰り返しになりますが、別に交流人口を否定しているわけではなくて、来てくれる人
がいるからイベントも成り立つのでいいのですが、交流人口と何が違うかというと、お
客さんとしてお金を払って、おもてなしされて帰っていくだけではなくて、一緒に作業
をしてくれる人です。皆さんも思い当たる人たちがいるのではないかと思います。
もう一つ、ボランティアとも違うと思っています。中には搾取するというと言い過ぎ
なのですが、すごく便利に外の人を使おうとする動きもあります。ボランティアは、や
はり無償ということが前提になっていると思いますが、関係人口というのは適切な対価
を払うことが大事だと思っています。
適切な対価とは何かというと、お金だけに限らず、いろいろなやり方があります。例
えば終わった後に一緒に打ち上げでおいしいものをご馳走してあげてもいいと思います、
ボランティアは消費されてしまうというか、搾取されてしまう構造になりがちです。
大事なポイントとしては、離れてはいるのですが住んでいない人も、ともに地域をつ
くる仲間であり、消費する関係ではないということです。消費というのは「広辞苑」
などで調べるとすごく厳しい言葉で、｢欲求を満たすために財・サービスを消耗するこ
と」と書いてあります。やはりどうしてもボランティアみたいに一方的に若い労働力な
どを消費することもあるし、逆に観光客の方が地域を消費してしまうこともあります。
そういう意味で、どちらかがどちらかを消費するのではなくて、一緒に地域をつくる仲
間なのだということが一番大事なポイントなのではないかと思います。住んでいなくて
も仲間になれますから、そういう意味でこの感覚を大事にしてもらえたらと思っていま
す。
なぜ、関係人口が求められてきたのかを考えていきたいと思います。最初に前提が人
口の変化です。鎌倉幕府からのデータで、明治維新からすごく伸びています。長いスパ
ンで見ると、これだけ急激に増えた方がある意味異常というと変ですが、減っていくの
も自然な流れだというところは正直あると思います。これがいいとか悪いとか言いたい
のではなくて、データで見える現実だということです。
直近で増えている自治体もあると思いますが、遅かれ早かれ地域の人口が減っていく
ということは大前提で、もう１回人口を増やそうというのではなくて、減る中でどう考
えていかなくてはならないか、どこも直面している課題だと感じています。
希望がないように一瞬思われたかもしれないのですが、希望はあって、若い世代が変
わってきました。特に私は東京にいる若い人たちと会うことが多いのですが、かつては
地方と都会というと、都会の方がいい、上だということが強くて、先日も東京でトーク
イベントをやったら、おじさまが手を挙げて、｢自分は死にたいぐらい憧れて東京に出
てきた、そういう時代があったのだ」と一生懸命熱弁を振るわれて、確かにあったと思
います。
でも、今、田園回帰と言われる、地方への関心の高まりや、ソーシャルと言われる、
地域に役立つことが自分も幸せというような若い人が出てきたというのは、いろいろな
ところで報告されています。もちろん全員ではないですが、私もそういう若い人たちが
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いることを感じています。昔は都会に出るのが良くて、地方や地域はダサいという感じ
でしたが、今は地域や地方に関わりたいという人たちが増えています。
なぜなのでしょうか。島根に移住した若い人たちになぜ来たのかと聞くと、島根には
すごく魅力があるから来ましたと言います。
では、彼らが感じる島根の魅力は何でしょうか。どう思われますか。会場に聞いてみ
ましょう。

（Ａ）魚がおいしい。

（田中）はい、確かにおいしいです。

（Ｂ）都会にはない自然。

（田中）ありがとうございます。じゃあもう１人ぐらいいきましょうか。

（Ｃ）課題がたくさんある。

（田中）ありがとうございます。いつも聞くのですが、本当に前のお二人が言ってくだ
さったような、自然が豊かとか食べ物がおいしいというのはもちろん前提としてあるの
ですが、なぜわざわざ移住までしてくるかというと、彼らは「島根の課題が魅力です」
と言います。初めて会場の人に答えを言われてしまいました。
これはどういう意味かというと、そのココロは「チャレンジができる」ということで
す。今まで課題というのは、マイナスに捉えられがちだったと思うのですが、逆に言い
換えれば、課題というのは「関わりしろ」だと言われ出しています。課題があるからこ
そ、関わることができるし、自分もそこに役割がある。だから課題が魅力で、課題がな
いと自分も関わることができないということです。お話ししたみたいに、役に立ちたい
という人が増えてきていますので、役に立ちたいという思いがある人にとって、自分の
役割があるということが魅力に映るということです。信じられないかもしれませんが、
こういうふうに言う若い人が増えています。時代は変わったなと思います。
島根県の人口が68万人で、1,300万人が東京の人口です。やはり東京の方が大きくて
すごいとなるのですが、一人ひとりの役割というふうに考えたときに、島根県の68万分
の１の方が、東京の1,300万人分の１より自分の役割が大きいということなのです。島
根県職員の方がよくこういう話をしていて、私もそれを拝借してお話ししているのです
が、東京の若い人たちの目の色が本当に変わります。皆さんは島根に来た方が役割が果
たせるというか、あなたの存在感が大きいですと言うと、みんな「そうだよね」みたい
な顔になってすごく目がきらきらして、やはり島根に行きたいという感じになります。
若い人たちが地域や地方が面白くなっていると言います。その一つは、ずっとお話し
してきたような課題が多いということです。課題が多いから「関わりしろ」が多いと言
えますし、ないものが多い。ないものが多いからつくることができるということです。
私は自分でシェアオフィスをつくりましたし、図書館がないからと図書館をつくった
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子もいますし、自分が高校時代に行きたいカフェがなかったからとカフェをつくった子
もいます。そういうのは都会だと当たり前です。オフィスも図書館もカフェもあります。
でも地域にはないから、つくるだけで「ありがとう」と喜ばれるのです。それが彼らも、
手ごたえや生きる喜びにつながるということがあります。人間関係が地方の方が都会よ
りもありますから、すぐにつながって一緒にできるということもすごく魅力に感じるよ
うです。
若い人は、そんなしがらみとかつながりは嫌なのではないかと思われた方もいるかも
しれないのですが、これが面白いことに、彼らは自分たちのことを「ふるさと難民」だ
と言うのです。どういう意味だというと、彼らのお父さん、お母さんが自由を求めて地
方から都会に移り住んだ。でも、都会といっても郊外の団地に住んだりするわけです。
そこで生まれ育った二世、または三世の人たちが今20代、30代、40代で、若者と言われ
ている人たちです。そういう彼らにとって、郊外の団地というのはふるさとにはなり得
ていないそうなのです。
なぜかと聞くと、小学校ぐらいから地域外の私立学校に通って、地域には夜寝るため
に帰ってくるみたいな感じだそうです。地域の学校に行っていないと、｢何とかちゃん
のおじちゃん、おばちゃん」という関係もないらしいのです。だから全然地域の人も知
らないし、なじみのお店みたいなものも、チェーン店ばかりで存在しないということで、
自分の郊外の団地に愛着が湧かない、ふるさととは思えないという人が多いです。だか
らこそ、ふるさとが欲しいのです。ふるさととは何なのかと聞くと、人のつながりがあ
るあたたかい場所のことだと言います。｢ただいま」というと、｢お帰り」と返してもら
える場所で、そういう場所が本当に欲しいのですと真剣な顔で相談されるのです。こう
いう人たちにとって、地方のつながりということが逆に新鮮で、ふるさとという言葉が、
明らかに昔とは違う意味を吹き込まれた違う言葉になっていると思います。ふるさと難
民たちにとって、地方、地域というのが、すごく魅力的に映っているという時代になっ
ています。
そういう意味で、時代がすごく変わったと思います。拡大・成長が当たり前だったと
きから、今は減少や縮小が前提です。昔は地方は遅れていると言われてきましたが、今
はそうではなくて、関わりたい地域というふうに変わってきました。
それなのに、地方と都市の関わり方というか、自治体の政策というふうに言い換えて
もいいと思うのですが、以前と変わっていないのではないかという問題意識がありまし
た。
一般的に全国で「移住・定住か、交流・観光か」ということが取り組まれてきました。
移住・定住は、全体のパイが減る中ではゼロサムゲームと言われ、どこかが増えれば、
どこかが減ります。一生懸命真面目にやっている市町村の担当者ほど、こういう構造に
気付いて悩んでおられる方が多いです。
これは地域側から見た視点ですが、都市の人から見ても、やはり定住というのはハー
ドルが高いです。移住とか定住というのは、最近よく結婚に例えられます。ちょっと興
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味があって、面白そうな人だから、｢一緒にご飯を食べに行こうか」と誘ったら、｢結婚
してくれますか」と言われるみたいな。｢いやいや、結婚まではいきなりできないけど、
そういうことになるかもしれないし、ならないかもしれないし」という感じなのに、移
住定住ではそれに近い感じになっていると。そう言えば言うほど、そこまではできない
からもういいですと、オールオアナッシングと書きましたが、関わりがゼロになってし
まうのです。
移住するだけが全てではないし、いろいろな手段があるわけなので、｢もっと力を借
りたらいいじゃない」と思っても、地域側は「移住して、定住して」ばかり言うから、
逆に役に立ちたい側が移住できないことが後ろめたくなって全く関わらなくなるという、
地域側から見てももったいない、都市の人から見てももったいないという構造は見てき
ました。
もう一つは交流・観光です。地方から見て、明確に学術的にも「交流疲れ」という現
象が言われています。これはおもてなしする側とされる側に分かれてしまう中で、地域
の人も最初は来てくれてうれしいから一生懸命おもてなしするのですが、それが当たり
前になって、おもてなしに乗っかりにくる人ばかりになって、自分たちが無償というか、
むしろ持ち出ししながらやっているという構図になっていくと、何をやっているのだろ
うという感じになって、疲れていってしまって活動が停止します。
都市の人から見ても、やはりもっと役立ちたいとか、人と関わりたいと言っている若
い彼らにとって、観光というのは物足りないのです。
やはり移住・定住も、交流・観光も、どちらも地域も都市の人もハッピーとは言えな
い状況になっているのではないかと思います。
こういう中で、第三の道、｢関係人口」は、離れていても地域に関わる、定住しなく
ても地域の人に関わる人です。観光以上、定住未満、外にいる仲間だというふうにお話
ししました。
関係人口がなぜいいかというと、どの地域も増やせて力になるということです。定住
人口はゼロサムゲームと言いました。どこかが増えれば必ずどこかが減って、どこから
奪ってきているのですが、関係人口というのは逆に言うと１人の人をシェアするという
考え方です。私が大阪の例えば豊中の関係人口になったり、富田林の関係人口になった
り、どちらか選べ、奪い合えという話ではなくて、シェアするというふうに考えること
ができます。０か１かということにならないので、人口減少時代にも合っていると言わ
れています。都市の若い人たちが、もっと役に立ちたいと言っている彼らの力も活かす
ことができるということで、都市側、都市の人にとっても地域の人たちにとっても、双
方にwin-winの関係ではないかと言われています。
これまで、移住・定住だとどうしても地域の側が強いです。同化圧力が働いて、郷に
入れば郷に従えという感じになってしまったりします。交流・観光は、逆に観光客など
交流する側の方が強くて、どうしても上下の関係になってしまいます。地域が消費され
て変わっていったり、交流で疲れていたりということが指摘されてきたわけですが、関
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係人口は上下ではなく対等、フラットで互恵的だということが特徴だと思っています。
初めて対等だという、もちろん交流とか定住もこういう関係ばかりではなくて、きち
んと対等な関係もあると思いますが、大枠を言うとこういう傾向になっているというこ
とです。そういう中で初めて対等な都市と地方の関係を目指すという、これが一つの特
徴でもあり、意義でもあり、価値でもあります。そういう意味で、関係人口はローカル
イノベーションになるのではないかと思っています。
よくブームではないかという言われ方をしますし、私ももちろん、今はモデル事業に
なったこともあって、爆発的に関心が高まっているなとは感じます。人口が減る中で、
外にいる人の力を借りるという、そのときに住んでいる人だけではない人に視野を広げ
た考え方は大事で、関係人口という言葉かどうか分かりませんが、定住人口だけを考え
て政策を打つという時代は変わるのではないかと思っています。
よく相談されるのが、評価の手法やマネジメント手法です。難しい問題です。ＫＰＩ
というものもありまして、どうしましょうという言われることが多いです。後でちゃん
と議論したいのですが、交流も交流人口の増加という数字をゴールにしたために失敗し
たというも言われています。では、どう評価するのだというのは難しいのですが、ただ
簡単に関係人口が何十人になりましたということだけが大事なのではないと思っていま
す。
あと維持管理やマネジメントもすごく相談されます。私も悩みます。本のタイトルは
｢関係人口をつくる」ですが、つくるとか、維持管理しようと思った時点で、関係人口
から本質がずれていく気がして、もっと正確に言うと関係人口が人々の営みの中で生ま
れてくるのだろうと今は思っています。

３．関係人口のパターン
今までのところで、なぜ今関係人口が求められているのかということを整理しました。
この後、関係人口のパターンはどんなのがあるのかということを具体的にお話ししてい
きたいと思います。
関係人口は移住・定住を目指しているものではないと思っています。目指しているも
のではないのですが、関係人口が増えれば、結果として定住人口も増えると思っていま
す。それで、関係人口と移住・定住の関係は目的ではなくて結果なのだとお話しするの
ですが、分かりにくいみたいで、この後もお話ししていきたいと思います。別に定住を
否定して、定住政策をしなくていいと言っているつもりはないし、定住政策は定住政策
でやはり必要だし、だけど外の力を借りるということも大事だという並列の関係のイ
メージですので、定住を全てやめて、これからは関係人口だけでやっていきましょうと
いう提案をしたいわけではないということは、一つ覚えておいていただけるとうれしい
と思います。
関係人口はどんな関わり方があるのかということです。いろいろな分け方があります
が、私は「買う」｢行く」｢働く」ということでお話をしています。その人なりの関わり
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方でいいので、グラデーションだというふうに最近は表現しています。
インターネットで地域の特産品を「買う」とかが分かりやすいと思います。あとアン
テナショップや飲食店に足を運んで「買う」ということもあります。ふるさと納税やク
ラウドファンディングも分かりやすいと思います。
｢行く」も分かりやすいですね。人と仲良くなって通うようになったり、そういうと
きはゲストハウスとか飲食店とかが役に立ちます。若い人は本当にゲストハウスが大好
きで、ゲストハウスで地域の人と出会いたいというニーズがあります。もし地域に、皆
さんの地元の市町村にゲストハウスがあれば、大事にするといいかなと思います。祭り
やイベントを、住んでなくても通って支えるという見方もあると思います。
｢働く」です。例えば首都圏にいながら、島根の会社の美ランディングを手伝う形や、
NPOの理事になってサポートするとか、二地域居住、島根と東京と二つに拠点を持ち
ながら行き来するという在り方もあるのではないかと思います。離れていても、働くと
いう感じもあると思います。
先ほどもお伝えしたのですが、移住・定住がゴールではありません。見ていると、そ
のために関係人口を使っている、位置付けているというケースがあります。それであれ
ば今までの移住・定住政策の延長線上で、新しいパラダイムとしての関係人口を持ち込
んでいることにはなりませんので、移住・定住がゴールではないということは大切にし
ていただきたいと思います。でも何度も言いますが、結果として増えることにはつなが
ると思います。ですが、ゴールではないです。
本当に繰り返しになりますが、大事なことなので２回出してきました。定住人口も大
事です。むしろ定住人口があってこその関係人口があります。定住している人がいない
と関係人口も生まれないです。ですので、関係人口を増やす政策とは別のところで定住
政策をやっていただけたらと思っています。
関係人口のポイントは、定住はしていないが地域に「力」を与えてくれているとい
う人たちのことです。｢力」とは何か。いろいろな分け方はあるのですが、ヒト、モノ、
カネ、アイディアということを地域に呼び込むということかと思います。こういう関係
人口やＵターン、Ｉターンを含めて、よそ者と言われる人たちには力があると学術的に
言われています。敷田先生の論文に詳しく書いてあるので、読んでいただきたいのです
が、大きく五つ、よそ者には力があります。地域の再発見、誇りを育てる、知識の移転、
しがらみのない立場からの解決案などです。
関係人口の文脈で言うと大事なのはこうした力を発揮してもらうことで、定住しても
らうことだけを大事にしてほしくないのです。定住するかしないかではなくて、力を発
揮してもらうかどうかということを大事にしてほしいということを思っています。
私の修士論文で、よそ者の力がもう一つあるのではないかということを書きました。
最後に書いたのですが、｢諦めの払拭効果」と名付けました。どういうことかというと、
地域の課題はもちろんたくさんあるのですが、学術的には地域の一番の課題は、住民の
心の諦めだと言われています。人口が減るから仕方がないとか、こんな所に住んでもつ



13おおさか市町村職員研修研究センター　

第104回マッセ・セミナー「‶関係人口”って何？ ～『しまコトアカデミー』の事例から学ぶ～｣

まらないとか、そういうふうに住民自身が地域を諦めてしまっているということが最大
の課題だと言われています。それがよそ者が来ることで、そんなことはない、もう１回
頑張ろうと思うということが、よそ者の持つ力ではないかと感じています。
JR三江線という私の大好きな地元の鉄道が廃線になったのですが、ここの祭りも住
民が自分たちでやって、片付けもして、疲れてしまっていました。
昨年は関係人口が応援に来て最後に片付けも一緒にやり、打ち上げも一緒にやりまし
た。さらに関係人口が参加者にこのイベントの満足度をアンケートで聞き、参加者がす
ごく満足して楽しかったということも初めて分かりました。
そこで鉄道は走らなくなったけど、今年も祭りをやりたいと、関係人口たちと一緒に
この祭りもやることになりました。そういうふうに若い人たちが住まなくても外から手
伝うことで、住民の気持ちが変わるということがあると思います。
確認ですが、忘れてはいけないのは、スーパーヒーローが来たからと言って地域は変
わるわけではなくて、あくまで地域をつくるのは地元の住民です。よくよそ者が来て地
域を変えたみたいな話もされますが、そうではなくて、よそ者は刺激にはなるけど、結
局よそ者が変えたわけではないのです。地域の人がつくっています。
そのよそ者や関係人口は、パワーを与えることができる。そういう意味で、定住する
かしないかではなくて、刺激を与えて地域の人を勇気付けるという力を持っていると、
いろいろな事例を見て私自身は感じています。

４．関係人口をつくるには
ここまでで、具体的なパターンなどを含めてお話ししました。ではどうやって生み出
していったらいいのかということを、最後に考えていきたいと思います。
これからは観光案内所ではなくて、関係案内所が必要だと言われています。観光案内
所は、多分どこの自治体でも結構持っているところが多いです。行けば地域の名所とか
観光施設とか案内されるわけですが、ずっとお伝えしてきたみたいに、今の若い方が興
味があるのは、観光名所とか自然とかよりも、面白い人に出会いたいということです。
自分がどう関わって役に立てるかということが知りたいのです。関係を案内してくれる
場所、関係案内所を求めていると指出さんも言っていますし、私自身も感じます。
こう言うと、では予算を取って、新しい観光案内所の横に看板を付け替えましょうみ
たいなイメージをされるかもしれないのですが、無理にハードではなくてもいいのです。
これからしまコトアカデミーの例をお話ししていきたいと思います。
しまコトアカデミーというのは島根県がやっている講座で、｢移住しなくても地域を
学びたい！関わりたい！」と移住のためのものではないということを明確にうたって
います。
具体的には、2012年度から首都圏で島根県が主催している連続講座です。半年間、７
回にわたります。首都圏で座学を６回やって、あと１回、島根県に２泊３日でやってく
る流れで、受講料は４万円です。普通、島根県、皆さん自分の自治体に置き換えていた
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だいてもいいのですが、自治体が主催して東京で連続講座をやるというと、絶対に移住
させてこいという話になります。だけど、何度も言いますが、最初から移住しなくても
いいから、学びたい人、関わりたい人は来てくださいというふうに、ハードルを下げた
講座です。珍しいです。これが2012年度からずっと行われています。
定員15人で毎年埋まるのですが、その５期生までに、島根に関わる活動をしているか
というアンケートを取りました。活動をしているという人が６割近くいまして、そのう
ち首都圏で活動しているのが33％です。残りは島根に移住して活動しています。関係人
口と言われるのが首都圏で活動している人たちのことです。関係人口を生んでいる講座
だということが言えます。私が途中説明した結果として移住しますというのが25.5％の
人たちです。彼らも、最初から移住しなくていいと言われている講座にやってきて、だ
けど結果として移住してしまう人が25％いるということです。これが結果としての移住
という話です。
実際どんな人が受講しているかと思われたかもしれないのですが、全員が前のめりな
わけではなくて、地域に興味があるという人ばかりではありません。大きく三つの人た
ちがいると、私は分析しました。一つはふるさと難民です。ふるさとが欲しいという人
です。逆に言うと、島根でなくてもふるさとが見つかればいいわけです。もう一つはゆ
くゆくは島根系というＵターン希望者です。いつかは帰りたいという人が３分の１ぐら
いいます。もう一つ、もやっとピープルというのは、彼らが自分たちで言っていたので
使っているのですが、ふるさと難民まではいかないけど、自分の人生に迷っているよう
な、自分は何をしたいのだろうみたいな感じの人たちです。
全員が前のめりなわけではないのですが、２泊３日で島根に行って、魅力的な頑張っ
ている地域の人たちに出会います。そういう人たちとの出会いを、しまコトアカデミー
としてコーディネートするわけです。そうした結果、彼らは自分でこの人と関わってい
きたいとか、役に立ちたいとどんどん変わっていきます。
変わった彼らが関係人口としてどんなことをしているかというと、東京と島根の二地
域居住している人がいますし、東京から通いながら島根でイベントをした人もいますし、
東京にいながら島根の企業のブランディングを手掛けている人もいますし、東京で島根
とか地方について考えるイベントを開催している人もいます。これも全ては、移住しな
くていいと受け入れている講座のおかげです。しまコトアカデミーこそが関係案内所に
なっているのです。
しまコトアカデミーは特に事務所を持っていません。卒業生も含めてコミュニティを
つくっているということです。つまり、関係案内所は建物、ハードがある必要がなくて、
コミュニティがあれば十分なのです。うちはハードを立てる予算がありませんというこ
とではなくて、地元の面白い人たちを集めて、コミュニティをつくっていくということ、
それと出会わせるということが、関係人口づくりには大事になってくるのだと思います。
他には高橋さんがやっている「東北食べる通信」というのも、東北のおいしいものを、
ストーリーと食べ物を一緒にセットで届けて、東京とつなげて、東京の消費者が生産者
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の元へ遊びに行ったり、手伝いに行ったりというリアルな関係を生み出しています。
あと関西でも「本と温泉」という事例があります。城崎のお土産です。カニに見えま
すが、これは本です。東京のブックディレクターの幅允孝さんという方が手伝って、地
元の若旦那さんたちと城崎でしか買えないお土産を作ろうということで、本と温泉シ
リーズという小説のシリーズを作りました。本が売れない時代なのですけれども、城
崎でしか買えないにもかかわらず、累計１万部ぐらい売って、｢本と温泉」シリーズを
買いに城崎に行くみたいな、新しい流れができてます。それも地元の人たちだけではな
くて、住んでいないけれども東京の幅允孝さんという方が関わることで、新しくお土産、
特産品が生まれたというケースです。こういうケースは結構使えるのではないかと思い
ます。離れていても、パッケージをリニューアル、手伝ってくれたりする人はいますし、
こういうふうに住んでいなくても力を発揮してくれる人材がいるのではないかと思いま
す。
これは、草刈り応援隊という島根県の事例です。草刈りは農業をやっている人にとっ
ては悩みの種で、辛い作業です。年に３回、草刈り応援隊というのを募って、都市部か
らやってきます。年に３回ぐらいだったら、気分転換や、非日常の中で草刈りをするこ
とができると、実際50人ぐらい若者が集まって、集落の草を一気に刈って、きれいに
なって、終わった後一緒に打ち上げをします。地域の人は助かりますし、若い人たちも、
普段ない体験ができたと喜んだり、地域の人と交流できて楽しいという話もあったりし
ます。確かに若い人たちは定住はしていないけど、地域の草を刈って役に立ち、住みや
すい地域につながっているということで、喜ばれている取り組みです。
しまコトアカデミーの取り組みを見て、整理してみました。関係案内所としてのしま
コトアカデミーがあります。そこに入ってきた人たちが、地域の課題は何なのかという
ことを学んで、実際に地域のヒトやモノに出会います。そうしながら自分ができること
は何だろう、自分が果たせる役割は何だろうということを整理していく中で、関わりし
ろが見えてくるという流れになっています。

５．まとめ
まとめになりますが、何度もお伝えしているように、時代は変わりました。地域に関
わりたい、役に立ちたいという人がいるという時代です。これを生かすか、生かさない
かということが、これからの私たち、自治体職員も含めて、地域次第です。
こういう中で選ばれる地域とは、どういう地域だろうかということを、最後に考えて
いきたいと思います。もちろん課題が魅力だということではあるのですが、その上で、
彼らがどういうところに魅かれるかというのは、人です。人が楽しそうにやっている地
域、頑張っている地域。人の集合体が地域です。地域があるから人がいるのではなくて、
人がいるから地域があります。地域、地域と言いがちなのですが、結局は地域の人たち
です。地域の人たちが楽しんだり、頑張ったりしているところに関係人口の人たちも吸
い寄せられていくし、一緒にやりたいとどんどん参加していきます。こういうことを踏
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まえて、最後に関係人口や移住・定住の人を呼び込むことも含めて、これから選ばれる
地域になるためということをまとめてみました。
まずは、自分が楽しむことです。よく私もいろいろな所に旅行に行きますが、旅行に
行って、｢何であんた、こんな所に来たの？何にもないのに」と言われることがありま
す。｢せっかく来たのに、そんな言い方ないじゃない」と思うけれども、結構地域の方
は「ここ何もないし、つまらない」と言います。そういうことを言っている人の地域に
自分も行きたいと思わないです。やはりまず自分、それも皆さん自身のことです。皆さ
んや地域の住民が、ここは何もないというのではなくて、｢ここの地域は面白い、楽し
いよね」と、職員さんがこう思っていない地域に人を呼び込めるわけがないです。まず
やはり、どうやったら楽しくなるかということを考えていくということがすごく大事だ
と思います。
ある地域に行ったときに、タクシーの運転手さんに「県外から来ました」と言うと、
｢あんた、お目が高いね。ここ、いい所でしょう」と言われたことがありました。そう
いう地域はいいですよね。自分たち地域の人が地域を楽しそうに愛しているというのは、
行った側から見ても魅力的に映るということです。
２点目が、途中でも何回か出ましたが、地域を諦めないということです。島根県でも
チャレンジャーがたくさん来ているような面白い地域は、｢仕方がない」とは言わない
です。｢人口が減るから仕方がない」と、口にしないです。それよりもやはり何かでき
ないか、どうしたらいいかということを考えます。
大阪はそこまで多くないかもしれないですが、来た人に対して、｢骨を埋める覚悟は
あるのか」と言う地域は少なくありません。移住者の方に聞くと、これが一番嫌な言葉
だと言います。移住者の人はそんなことは言えないので、私が代弁しています。この地
域が好きだし、興味があるからやってきているのに、先回りして覚悟みたいなものを求
めると冷めていくというか。私が言うのも変ですが、この言葉は止めてほしいです。
あと途中にも何回か言いましたが、関係人口の若者を安い労働力として消費する現場
もたまにありますので、気を付けて適切な対価をどういうふうに払ったらいいかという
ことを考えていただけるといいと思います。そのときはよくても長続きしないです。
せっかくよそ者が新しいことを提案しても、｢いやー、そんなうちではあり得ないね｣
と言って一蹴してしまうケースもあります。確かに非常識なこともあると思うのですが、
それはそれでいったん受け止めて、「なるほどね」みたいな感じで考えてみることです。
そうでないと人口が減っている苦しい地域の中で新しいことなんて始まりません。まっ
たく受け止めないでいるとよそ者も新しいことを口にしなくなりますので、なるべく受
け止めて、その後考えるという感じにしてもらえたらいいなと思います。
島根でうまくいっている地域は「骨を埋める覚悟はあるのか」の代わりに「来てくれ
て（関わってくれて）ありがとう」と言います。言われた側も気持ちがいいです。こう
やって言ってくれたら、また手伝おうと思ったり、関わろうかなという気持ちになりま
すので、何を置いてもまず“ありがとう”と言っていくことは大事かなと思っています。
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最後に、人口減少時代、どうしましょうと暗い顔をして相談されることが多いですが、
人口減少時代とは何でしょうか。生徒数がＶ字回復した学校がある海士町の人たちと話
していたときに、海士町というボートに客はいないのだということを言いました。どう
いう意味かというと、客というのは、自分が何もせずにサービスを要求する人のことで
す。海士町をボートに例えたときに、何もしなくてあれしてほしい、これしてほしいと
いうのではなく、マストを上げたり、荷物を運んだり、オールを漕いだり、小さくても
いいから、みんなが何か役割を果たす人にならないといけないのだということでした。
確かに昔はリソースがたくさんあったので、誰かがやってくれるということがあった
時代だと思うのですが、今の人口減少時代は、誰かやってくれるというのではなくて、
自分も含めて、みんなで少しずつ役割を果たしながら地域をつくっていかないと、地域
も持たないという時代なのだろうなと思います。逆に言うと、みんなが何かの役割を
持っているし、果たすことができると言い換えることもできます。これを関係人口とい
うずっと話してきた文脈で言うと、皆さん一人ひとりが関係人口をつくって増やすこと
もできるし、逆に皆さん自身がどこかの関係人口になって一緒に盛り上げることもでき
ます。そういうふうに思うと、人口減少時代は暗い暗いと言われますが、それよりも誰
だって役割があるという時代だと思うとわくわくすることもできるのではないかと思っ
ています。
私の方からは以上です。どうもありがとうございました。




